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探究と情報をつなぐ（４） 

〜SSH 指定校としての「データ駆動型探究」に向けた実践〜  

伊藤 大貴 

大分県立大分舞鶴高等学校 

2024 年 8 月 29 日 

 

１．統計と AI 

前回取り上げた「「数理・データサイエンス・AI」の「AI」の理解において、統計は重要な

位置を占めており、高校「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」における統計・データサイエンスに関す

る学習の重要性が示されている。中でも機械学習は、統計の考え方を基盤にしてデータのパ

ターンや法則性を見つけ出し、それをもとに予測や意思決定を行う技術である。高校「情報

Ⅰ」および「情報Ⅱ」で学ぶ統計・データサイエンスの内容は、機械学習の基礎的な概念や

手法を理解するための重要なステップとして位置づけられている。 

たとえば、回帰分析や相関係数の理解は、データ間の関係性を探るための基本的なスキル

である。また、データの可視化や確率分布の概念は、機械学習モデルの結果を正しく解釈し、

意味ある洞察を引き出すために欠かせない要素であり、これらの知識を活用することで、生

徒は単なるデータ分析にとどまらず、モデルの構築や評価に関する初歩的な理解を深めるこ

とができる。 

さらに、機械学習の実践においては、大量のデータから自動的に学習し、汎化能力を持つ

モデルを構築する手法が重要になるが、その背後にあるアルゴリズムや統計的な理解がある

ことで、ブラックボックス的に結果を信じるのではなく、理論に基づいた批判的な思考を養

うことが可能となる。 

例えば、機械学習を応用した技術に、画像認識というものがある。自動運転における画像

認識では、カメラで撮影した画像を解析して、歩行者や他の車両を認識することができる。

これには、事前に大量のデータ（写真）から学習したモデルが使用されている。つまり、事

前に画像から学ぶことで「人」や「車」を識別する力を養い、本番（運用時）では、学んだ

力（モデル）を使って「人」や「車」を識別することができる。この技術により、車両は周

囲の状況をリアルタイムで把握し、安全な運転を可能にしている。機械学習はこのように、

自動運転技術の重要な基盤となっている。また、機械学習は、音声認識や手書き文字認識，

ネットショッピングの商品リコメンド，天気予報など、様々な分野においても活用されてお

り、これらの技術を「教養」として学ぶ必要がある。 

 

このように、高校での統計・データサイエンスの学習は、単に数値を扱う技術を身につけ

るだけでなく、AI が社会に及ぼす影響や応用分野についても深く考えるための土台を築くこ

とにつながる。 

しかし、統計と AI の関係性について、実践的に学ぶ教材は存在するが、どの教材において
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も、敷居が高い。また、データの前処理から細かなステップをプログラミングや学習アルゴ

リズムから学ぶには時間がかかるだけでなく、「情報Ⅱ」を開設している学校が少ないことか

ら、多くの生徒が学ぶことは現段階では困難である。 

そこで、統計と AI の関係性について学ぶために、身近なデータで簡単に機械学習を行う

ことのできる Web アプリケーションの開発を行った。 

具体的には、Python で Web アプリケーションを開発することのできる Streamlit というフ

レームワークを使用し、AutoML「（自動化された機械学習）ライブラリの PyCaret を用いて機

械学習を行うステップを実践的に理解できる工夫を行った。これにより、生徒自身が集めた

データ（オープンデータも可能）を使用し、回帰問題を体験することができる。 

機械学習における「回帰問題」とは、連続的な数値データを予測するための問題を指す。

これは、入力データ（特徴量）と連続的な出力データ（ターゲット変数）との間の関係をモ

デル化し、新しいデータに対して数値的な予測を行うものである。 

 例えば、以下のようなデータを利用することができる。 

 特徴量（入力）：  住宅の面積・部屋の数・築年数・最寄り駅からの距離 

 ターゲット変数（出力）：  住宅の販売価格 

機械学習では、特徴量からターゲット変数を予測するモデルを作成することができる。つま

り、過去のデータから特徴量と価格の関係を学習し、新しい物件の価格を推定することがで

きるのである。また、学習を行う段階で、「どの変数が影響を及ぼしているのか」などを確認

することができるため、分析として活用することもできる。 

 機械学習を行う目的は、大量のデータからパターンや関係性を自動的に学習や分析を行い

し、将来のデータや未知のデータに対して正確な予測や意思決定を行うことである。人間が

手作業で分析するには限界があり、複雑なデータや大量のデータを効率的に処理するために

機械学習が活用される。 

 

２．機械学習 Web アプリケーション「easyAutoML」 

主な条件は以下の通りである。 

①タブレット PC で軽快に動作することができる 

②データの加工に関する操作を最小限に抑える 

③タッチ操作のみで操作することができる 

④機械学習のステップを理解できる 

①②③に関しては、「easyStat」と同様、時間的・空間的・技能的な制約に依存しない配慮

を行った。そのため、機械学習＋Web アプリケーションという観点から、使用言語は Python

を選定し、Streamlit 及び PyCaret ライブラリを用いて、開発を行った。④については、一般 

的な機械学習の流れ（前処理、モデル比較・学習、チューニング・評価）の理解を促すため

に、ステップごとにボタンを実装し、使用者の理解を補助する工夫を行った。また、モデル

のダウンロードや、モデルの可視化機能の実装も行った。特に、「特徴量の重要度」について 

は、ターゲット変数への影響量を変数ごとに表示しているため、高校生の探究における分析  
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手法の一つとして使用することが考えられる。 

 

 

 

 

参考：https://huggingface.co/spaces/itou-daiki/pycaret_datascience_streamlit_demo 

 

３．探究をより深めるための成果発表 

前回取り上げた「easyStat」や今回紹介する「easyAutoML」等を使って、AI の基礎である統

計や機械学習を学びながら探究を行うことができる。実際に、本校では、これらの Web アプ

リケーションを使って探究を行っている。また、探究の成果として、様々なイベントや学会

を通した成果の発表を行うようになった。イベントや学会に参加することで、専門家から助

図 4 「 easyAutoML」の操作画面（可視化及び評価） 

図 2 「easyAutoML」の操作画面（モデルの比較） 

図 3 「「easyAutoML」の操作画面（チューニング） 
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言を得るだけでなく、他の探究に触れることで、さらなる発展が期待できる。 

 

 
図５ データサイエンスを活用した課題研究ポスターの例 

 

この探究は、高校生の精神的疲労を可視化し、適切なコーピング方法を提案することを目的

に実施したものである。ストレスに関するアンケート調査で得られたデータから、因子分析

を行うことにより、「人間関係」「心理的余裕」「食事・睡眠」の３因子を抽出し、「高校生の
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ストレス」を定義した。次に、心拍などのバイタルデータを用いて、定義した「高校生のス

トレス」への影響を機械学習を用いて分析した結果、睡眠や運動が「高校生のストレス」に

影響していることが示唆された。さらに、測定結果と対処法を提示する Web アプリケーショ

ンを開発し、高校生が自身のストレスを管理・軽減できるよう支援する実用的なツールを提

供した。 

 

４．科学部情報班の歩み 

このような情報技術を用いた探究や、情報学そのものの探究を行う生徒が増えたため、今

年度より、「科学部情報班」を設置している。 

科学部情報班は自らを「Sc!TechS(Science Club Information Technology Squad)」と名乗り、

様々な研究や情報オリンピック（競技プログラミング）に取り組むことで、探究のロールモ

デルを波及する役目を担っている。 

＜主な成果＞ 

・R6 情報オリンピック（JOI）2024 １次予選 10 名突破 

 ・R6 第７回 中高生情報学研究コンテスト 応募中 

 ・R6 第５回 学力向上アプリコンテスト 最優秀賞 

 ・R6 U22 プログラミング・コンテスト 2024 事前審査突破 

 ・R6 AtCoder Junior League 学校対抗 45 位（11/15 時点） 

 ・R5 第６回 中高生情報学研究コンテスト全国大会 奨励賞 

 ・R5 第６回 中高生情報学研究コンテスト予選 優秀賞  

 

部員は探究（研究）を行う中で、自ら問題を発見し、自ら新しい知識を求めながら学びを

切り拓いていく様子がうかがえる。世の中を少しでも改善しようとする主体性を発揮する様

子を見て、「探究」と「情報」の関わりを再認識することができた。 

 

５．おわりに 

１回目の連載で述べたように、「総合的な探究の時間」には「主体性」が重要であり、教員

はあくまでもファシリテーションが役目である。生徒が自走するまでの支援が必要であるが、

科学的な根拠を抽出するための統計及び機械学習を用いた分析には、２回目、３回目の連載

で紹介した Web アプリケーションによって、探究を深めることができると考えられる。 

様々な教材や Web アプリケーションを活用した「学びの変革」によって、社会を変えよう

とする生徒が増えることを願っている。 

情報は、探究だけでなく、各教科での学びをつなげる教科であり、今後の子どもたちにと

って重要な位置づけである。「共通テスト」にとらわれることなく、この科目の素晴らしさを

伝えていくことが、情報科を担当する教員の役目ではないだろうか。 

 

―情に報いる― 大分県立大分舞鶴高等学校 伊藤大貴 
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